
2024年 パリ五輪 総合馬術 

日本チームメンバー 

大岩義明  

MGH GRAFTON STREET（セン馬、鹿毛、2008年生まれ、アイリッシュスポーツホース） 

戸本一真 

 VINCI DE LA VIGNE（セン馬、鹿毛、2009年生まれ、セル・フランセ） 

北島隆三 

CEKATINKA（牝馬、鹿毛、2007年生まれ、KWPN＝オランダ王立温血種） 

田中俊之 

JEFFERSON（セン馬、鹿毛、2011年生まれ、ホルスタイン） 

 

7月 27日（土）調教審査（馬場馬術） 

参加 64人馬 団体参加 16ヶ国 

課目：FEI Eventing Olympic Short Test_2019  添付資料１を参照 

経路は下記 URL（日馬連ホームページ）からダウンロード可能 

https://www.equitation-japan.com/index.php?menuindex=download&acno=8 

FEI総合馬術競技オリンピック馬場馬術課目（原文のみ） 

（FEI2019年制定 2020年 1月改訂） 

 

馬場、日本チーム各人馬の成績 

大岩＆GRFTON STREET  25.50   8 位 

戸本＆VINCY             27.40 18位 

北島＆CEKATINKA       34.50  37位 

（減点＝100-得点率、例：得点率 75.00％の場合、減点＝100-75=25.00） 

 

大岩選手とMGH Grafton Street （NHKニュース） 

https://www.equitation-japan.com/index.php?menuindex=download&acno=8


 

戸本選手と VINCY  （日本馬術連盟） 

 

 

北島選手と CEKATINKA  (日本馬術連盟) 

 

団体成績（初日、馬場） 

1位 GBR英国            66.70 

2位 GERドイツ           74.10  

3位 FRAフランス         81.20 

4位 NZLニュージーランド 83.00 

5位 JPN日本       87.40 

6位 USAアメリカ合衆国  88.90 

7位 SUIスイス       89.60 

8位 AUSオーストラリア  91.50 

9位 NEDオランダ     93.70 



10位 BELベルギー    100.60 

日本は、初日を終え 3位と 6.20差、十分にメダルを狙える好位置につける。 

個人でも大岩＆GRAFTON STREETが,良くまとまった演技 25.50で 8位につける。 

戸本＆VINCYは、TOKYO2020個人 4位のこのペアとしては、25 を切る目標に届かず少

し不満足な 27.40で 18位の位置につける 

 

7月 28日（日）耐久審査（クロスカントリー） 

ベルサイユ宮殿の広大な森と池に囲まれた美しいコース 

距離 5149ｍ 基準速度 570m/min 規定タイム 9分 02秒 28障害 41飛越 

添付資料 2を参照（経路と障害は下記URL（大会公式レポート）から閲覧が可能） 

  https://olympics.com/ja/paris-2024/reports/equestrian/eventing-individual 

総合馬術個人クロスカントリー コース図と障害の説明（下から 3，4行目） 

  

各人馬クロスカントリー成績 

大岩＆GRFTON STREET   0.00   馬場との合計 25.50   5位 

戸本＆VINCY              0.00   馬場との合計  27.40  8位 

北島＆CEKATINKA        6.40   馬場との合計  40.90 28位 

 

団体成績(2日目まで) 

1位 GBR英国            82.50  （クロスカントリー減点  15.80） 

2位 FRAフランス         87.20   （クロスカントリー減点  6.00） 

3位 JPN日本           93.80    （クロスカントリー減点 6.40） 

4位 SUIスイス       102.40   （クロスカントリー減点 12.80） 

5位 BELベルギー      111.00   （クロスカントリー減点 10.40） 

6位 NZLニュージーランド 118.20   （クロスカントリー減点 35.20） 

7位 SWEスウェーデン   120.10 

8位 IREアイルランド   121.10 

9位 USAアメリカ合衆国   128.50 

10位 NEDオランダ    147.50 

馬場で 2位のドイツは、一人落馬失権があって大きく後退したのは意外だった 

（幸い、人馬共に無事な様子だった） 

日本は、大岩と戸本が減点ゼロ、北島がタイム減点 6.40の全人馬が見事な走行で 3位に浮

上、2位と 6.60差（2落下の差で逆転）、1位と 11.30差（3落下の差で逆転）、という好位

置につける。3人馬合計で 6.60はフランスの 6.00に次ぐ好成績 

戸本選手がコース途中、障害間の余裕ある個所で、愛馬 VINCYの肩を愛撫して労いながら

走行していたのが印象的。VINCYもそれに応えて、難度の高い障害にも何ら躊躇すること

https://olympics.com/ja/paris-2024/reports/equestrian/eventing-individual


なく飛越して減点ゼロ、まさに人馬一体の安定した走行であった。 

 

戸本選手と VINCY  （JRAホームページ） 

 

北島選手と CEKANTICA （日本馬術連盟） 

 

大岩選手とMGH Grafton Street (日本馬術連盟) 



 

7月 29日（月） 

ホースインスペクション 

 北島選手の CEKATINKA 号が左後肢の負傷を指摘され、馬体検査不合格となると 100点

減点となるのでリザーブの田中選手＆JEFFERSON と交替することを決断、代替減点 20

を背負い合計減点 113.80 ５位に後退 

3位スイスとは 11.40（3落下の差で逆転可能）の差となる。 

 

余力審査（障害） 

距離 500ｍ 基準速度 375m/min 規定タイム 80秒 13 障害 16飛越 最高高さ 127cm 

経路と障害は下記URL（大会公式レポート）から閲覧が可能 添付資料 3を参照 

  https://olympics.com/ja/paris-2024/reports/equestrian/eventing-individual 

総合馬術個人予選 コース図 障害の説明 （中ほどにある） 

 

各人馬の障害成績 

大岩＆GRFTON STREET    0.40   (障害減点ゼロ、タイム減点 1秒) 

戸本＆VINCY               0.00 （障害減点、タイム減点、ともにゼロ）   

田中＆JEFFERSON        1.60   (障害減点ゼロ、タイム減点４秒) 

 

団体成績（最終結果） 

1位 GBR  英国             91.30  （障害減点 8.80） 

2位 FRA  フランス         103.60 （障害減点 16.40） 

3位 JPN  日本           115.80  （障害減点 2.00） 

4位 BELベルギー      123.40 （障害減点 12.40） 

5位 SUI スイス        128.40  （障害減点 26.00） 

6位 SWEスウェーデン     130.50  （障害減点 10.40） 

7位 USAアメリカ合衆国   133.70  （障害減点 5.20） 

8位 NZLニュージーランド  134.60 

9位 IREアイルランド     157.10 

10位 NEDオランダ      165.50 

 

日本は一番手のリザーブ田中＆JEFFERSON が障害減点無しタイム減点 1.60 のみの好走

を見せる。リバースオーダーのため後から出場する上位国はプレッシャーがかかったため

か落下が相次ぎ、この時点では依然として 5位であるも点差を大幅に縮める。 

      （１人馬終了時点 ベルギー111.20、スイス 115.00、日本 115.40） 

 

https://olympics.com/ja/paris-2024/reports/equestrian/eventing-individual


二番手の戸本＆VINCYはクリアラウンド減点ゼロの見事な走行で、この時点で 3位に浮上 

      （２人馬終了時点 日本 115.40、ベルギー119.00、スイス 124.40） 

 

三番手の大岩＆GRFTON STREET は、4位と点差がわずか 3.6（一落下の差で逆転）の重

圧がかかる中、見事にタイム減点 0.4のみ、障害減点ゼロで走行、この時点でメダル確定！ 

非常にドラマチックな展開となった。 

私はテレビ画面越しに、祈る思いで見守り、メダル確定の瞬間は目頭が熱くなった。 

 

障碍の成績だけ見れば、日本は 3人馬の合計減点がわずか 2.00(タイム減点のみ) 

で出場国の中で断然トップの数字である。 

3人馬を通して落下が一つもなかったのは日本チームのみ 

 

田中選手と JEFFERSON （日本馬術連盟） 

 

成績上位 25人馬による個人決勝障害   

戸本＆VINCYはここでもクリアラウンドの好走を見せ 5位入賞 

大岩＆GRAFTON STREETは最終障害で落下とタイム減点あったものの 7位入賞 

戸本＆VINCY は、クロスカントリー、と障害の 2 回(団体決勝、個人決勝)すべて減点ゼロ

の完璧かつ素晴らしい走行を見せてくれた。 

 経路と障害は下記 URLから閲覧が可能最高高さ 130㎝ 経路は添付資料４を参照 

  https://olympics.com/ja/paris-2024/reports/equestrian/eventing-individual 

総合馬術個人決勝 コース図 障害の説明 （リストの中ほど） 

 

大岩選手の Xから、ダイジェスト動画を見ることができる（下記 URL） 

https://x.com/gorin/status/1829728885451473154 

https://olympics.com/ja/paris-2024/reports/equestrian/eventing-individual
https://x.com/gorin/status/1829728885451473154


 

表彰式＆ウイニングラン 

 リザーブの田中選手＆JEFFERSON が 3 日目の障害に出場したため、4 人全員が、アン

王女からメダルをもらうことができ、4人揃って表彰台に立つことができた。 

 CEKATINKA負傷のため、北島選手が自走でのウイニングランとなったのはご愛嬌。 

表彰式前の入場と、メダル授与＆国歌吹奏後の再騎乗ウイニングランで、リボンをつけても

らった 3頭の馬達の嬉しげ、かつ誇らしげな様子がとても印象的であった。 

馬達も一緒の馬術競技表彰式は格調高い。 

 

  

 ウイニングラン （X投稿写真） 

 

 

 

表彰式入場 （X投稿写真） 

 



 

 

馬達のお尻に日の丸マーク （型紙あててブラシで逆毛にして生成） 

 

日本のオリンピック馬術競技におけるメダル獲得は、1932 年ロサンゼルス大会、大賞典障

害飛越個人の西竹一中尉（バロン西）＆ウラヌス 以来 92年振り、団体種目では初という

快挙である。 

2012 年ロンドン大会では、初日の馬場で団体首位に立つも、2 日目のクロスカントリーで

2 人馬が失権して敗退。2018 年世界選手権で団体 4 位入賞。TOKYO2020 はクロスカント

リーで大岩選手がまさかの失権で団体は 11位。個人で戸本選手＆VINCYが健闘、わずかの

差でメダルを逃す 4位入賞。障害飛越では福島選手&チャニオンが個人で 6位入賞。 

今回、選手・関係者の努力が実を結び、ようやくメダル獲得の栄冠を手にすることができた。 

学生時代に高校大学を通して馬術部に所属し、競技に熱心に励んでいた私にとって、この上

なく喜ばしいことである。（総合はやらなかったが） 

選手、監督、グルーム、関係者一同、そして馬達を心から祝福します。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 1：総合馬場経路(1/2) 

 



資料 1：総合馬場経路(2/2) 

 



添付資料 2-1：クロスカントリー経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料 2-1 クロスカントリー 選択ルート 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



資料 3：障害 団体 経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 4：障害個人決勝 経路図 

 


